
　吹雪による視界
不良。秩父別道路
に防雪柵の設置推
進を求めました。

　決算特別委員会の審議報告。
一般会計と水道事業会計に意見
を附して認定しました。

鵜野議員の一般質問 ･･ 4 基金残高32億円に ･･ 8

　地方創生特別委員会の最終調
査報告。ずっと住みたくなるま
ちづくりを求めて。

４件の意見を付けて ･･ 6
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何
か
。
臨
時
職
員
は
何
人
減
っ

た
の
か
。

　
　

部
屋
を
個
室
化
を
す
る
の

に
全
部
改
修
を
す
る
の
で
空
室

が
必
要
な
た
め
で
す
。

　

臨
時
職
員
は
１
名
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
再
任

　

生
田
忠
幸
氏
（
２
期
目
）

　

大
西
晴
彦
氏
（
４
期
目
）

　

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

答

●
質　
問�

農
産
加
工
場　

原
材
料
は
今
年

度
の
収
穫
目
標
に

対
し
ど
の
程
度
の
減
な
の
か
。

　

生
産
者
の
減
収
対
策
は
。

　
　

₃
₁
₀
ト
ン
の
目
標
が
₁

₈
₉
ト
ン
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

栽
培
を
し
て
頂
け
る
よ
う
対

応
策
を
検
討
し
た
い
。

　

原
材
料
費
が
減

少
し
て
い
る
の
に

生
産
物
売
払
収
入
は
４
４
０
万

円
し
か
減
っ
て
い
な
い
理
由
は
。

　
　

ジ
ュ
ー
ス
分
試
算
は
１
千

万
円
程
の
収
入
減
、
他
の
商
品

で
₅
₀
₀
万
円
強
の
売
り
上
げ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

加
工
場
の
東
側

に
１
４
８
坪
道
有

地
を
購
入
し
て
い
る
。
用
途
は

何
か
。

　
　

加
工
場
と
も
隣
接
し
て
い

る
の
で
雪
捨
て
場
、
繁
忙
期
の

運
搬
車
両
置
き
場
に
利
用
し
た

い
。

旭
寿
園

　

入
所
者
を
制
限

し
て
い
る
理
由
は

答答答

 

●
主
な
補
正�

幌
新
温
泉

除
雪
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
の
エ
ン

ジ
ン
修
理
と
大
浴
場
給
湯
配
管

の
漏
水
修
理
費�

４
４
７
万
円

ふ
る
さ
と
納
税

４
０
０
０
万
円
増
の
返
礼
品
な

ど
の
費
用�

１
５
７
４
万
円

知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
費

�

１
６
５
万
円

町
長
・
町
議
会
選
挙
費 

�

６
９
万
円

福
祉
灯
油

１
０
０
リ
ッ
ト
ル
分
の
助
成
金

�
２
０
４
万
円

子
育
て
交
流
広
場

遊
具
な
ど
の
購
入
費　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
な
ど
を
充
当　

�

４
５
０
万
円

道
所
有
１
４
８
坪
の
土
地
購
入

費　

�

１
３
０
万
円

町
民
体
育
館

消
防
ポ
ン
プ
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交

換
、
遠
赤
外
線
暖
房
機
の
修
繕

費�

４
５
０
万
円

職
員
費

平
成
30
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う

給
与
改
正�

４
８
０
万
円

予
算
措
置

持
ち
家
住
宅
奨
励
金　
　

子
育
て
世
帯
を
含
む
８
件
の
新

築
と
中
古
住
宅
６
件
分

�

８
５
５
万
円

乳
幼
児
等
医
療
費�

３
０
万
円

基
金
の
増
額

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
費

�

２
０
０
０
万
円

振
興
基
金
費　

３
０
３
坪
の
土
地
売
買
代
金　

�
４
３
７
万
円

農
産
加
工
場

　

加
工
用
ト
マ
ト
の
入
荷
が
計

画
比
７
割
程
度
に
落
ち
込
ん
だ

た
め
減
額
補
正
を
し
ま
し
た
。

製
造
費�

４
９
６
万
円

原
材
料
費�

６
０
０
万
円

平成30年
第4回�定例会
12月19日〜20日

　２月３日、第９回エンジョイミ
ニバレーボール大会が町民体
育館で開催されました。1２チ
ームがエントリーし、「チーム
スプラッシュ」が優勝しました。

表紙の写真

　決算特別委員会の審査報告２件と所管事務調査報告
で始まりました。町長提案の一般会計を含む９件の予
算案を主に審議し可決しました。

一般会計に５,１４８万4千円を追加
予算総額が４９億５５３万１千円になりました。

小峯議員 長原議員 鵜野議員高田議員

おめでとう!!

完成に期待
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今回の定例議会の傍聴者は、17名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしています。 

議
決
さ
れ
た

  
意
見
書

第
４
回
定
例
会

　工事契約と一般会計補正予算を審議しました。
請負契約
子育て交流広場整備工事
　契 約 金 額　９,５５８万円
　工　　　期　平成３１年３月２７日
　契約の相手　岩田地崎建設株式会社
　工 事 場 所　沼田町南１条２丁目　旧幼稚園
　工 事 内 容　�屋上防水、外壁塗装、電気、水

道などの改修
　　　　　　　�旧幼稚園を改修して支援、母親

の憩いの場の拠点として整備
一般会計補正予算
　除雪車両の修繕費　４８０万円
　※�平成14年除雪専用車のフロントアクセル車
軸交換と、平成16年除雪ドーザーの油圧ポ
ンプなどの修繕

　給与と報酬に関する条例改正３件と一般会計
補正予算を審議しました。
　民間格差を是正することとした人事院勧告に
準拠し、給与と報酬条例の改正をしました。
職員について
　１．初任給　1,500円の引き上げ　
　２．期末勤勉手当　0.05ヶ月分の引き上げ
　　　�特別職の職員と議会議員の期末手当　

0.05ヶ月分引き上げ
一般会計補正予算
　条例改正に伴い議会費９万８千円を増額補正し
ました。

　一般会計補正予算と固定資産評価審査委員会
委員の選任を審議しました。
一般会計補正予算
　旭町コミセンのストーブの交換�３１万５千円
　中学校校長住宅の止水栓３ヵ所の交換
� 　２９万円
固定資産評価審査委員会委員に再任
　鵜野育雄氏（3期目）　全会一致で同意しま
した。

　

日
米
物
品
貿
易
協
定

交
渉
は
一
層
の
農
畜
産

物
の
市
場
開
放
に
繋
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

次
々
と
進
め
ら
れ
て

い
る
市
場
開
放
は
、
重

要
農
畜
産
物
の
多
く
を

抱
え
る
北
海
道
農
業
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

農
畜
産
物
関
税
の
削

減
・
撤
廃
は
、
毅
然
と

し
た
姿
勢
を
貫
き
安
易

な
協
議
は
行
わ
な
い
よ

う
求
め
ま
し
た
。

第７回　臨  時  会 平成30年１１月１３日

第１回　臨  時  会 平成31年１月１０日

第８回　臨  時  会 平成30年１１月3０日

農
畜
産
物
の

市
場
開
放
を

防
ぐ
た
め
に
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町
長
へ
の
一
般
質
問

秩
父
別
道
路
に
防
雪
柵
の
設
置
を

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

問答問　
国
交
省
は
気
象
庁
が
警

報
を
出
す
レ
ベ
ル
の
大
雪

の
際
、
立
往
生
す
る
恐
れ
の
あ

る
区
間
で
、
す
べ
て
の
車
に
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
を
今
冬

か
ら
義
務
付
け
ま
し
た
。

　

沼
田
町
に
お
い
て
は
立
往
生

の
原
因
は
視
界
不
良
で
す
。

　

特
に
沼
田
町
、
秩
父
別
町
間

の
道
路
が
ひ
ど
く
、
毎
年
多
く

の
車
が
路
外
逸
脱
や
、
追
突
、

ま
た
立
往
生
し
た
り
と
非
常
に

危
険
な
区
間
で
す
。

　

町
民
の
多
く
か
ら
防
雪
柵
の

設
置
を
望
む
声
を
聞
い
て
い
ま

す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
が

設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
。

　

道
道
沼
田
妹
背
牛

線
は
毎
年
、
道
に
要

請
し
て
い
ま
す
が
、
秩
父
別
町

の
沿
線
の
方
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。
そ
う
し
た
中

で
青
色
の
電
光
の
矢
印
を
増
や

し
た
り
、
路
肩
の
雪
山
を
低
く

す
る
こ
と
で
、
吹
き
溜
ま
り
を

軽
減
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
道
は
地
元
の
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

と
検
討
し
て
、
実
施
し
た
い
と

の
意
向
で
す
。

　

町
と
し
て
も
、
要
請
し
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鵜野範之
議員

一般防雪柵

橋
場
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
皮
膚
科
の
待
ち
時
間
の
改
善
を

答
事
前
予
約
制
を
検
討

問
消
費
増
税
の
反
対
を
国
に
要
求
を

答
実
施
が
必
要
と
考
え
る

鵜
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
冬
期
間
の
大
規
模
停
電
の
備
え
は

答
自
家
発
電
は
役
場
庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

水
道
料
金
の
細
分
化
を

赤
字
に
な
り
ま
す
、皆
さ
ん
で
議
論
を

問答

橋場　守
議員

問　
沼
田
町
の
水
道
基
本
料

金
は
10
ト
ン
で
2
3
1
1

円
で
す
。
超
過
料
金
は
１
ト
ン

に
つ
き
3
8
0
円
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
で
少
人
数
家
庭

が
多
く
な
り
、
特
に
高
齢
世
帯

で
は
10
ト
ン
使
用
し
な
い
家
庭

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
で

は
６
ト
ン
で
基
本
料
金
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
量
の
少

な
い
家
庭
へ
の
負
担
が
減
る
よ

う
に
水
道
料
金
の
細
分
化
が
出

来
な
い
か
。

　

水
道
会
計
は
皆
さ

ん
の
収
入
で
、
賄
っ

て
お
り
ま
す
。

　

細
分
化
す
る
と
当
然
収
入
が

減
っ
て
き
ま
す
か
ら
赤
字
会
計

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
給
水
収
益
も
年
々
減

少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
各
家
庭
に
供
給

す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
維
持

管
理
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

利
用
者
に
公
平
に
負
担
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
世
代
の
方
か
ら
も
料
金
が
高

い
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
皆
さ
ん
で
議
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。



5

　

長
生
ク
ラ
ブ
20
名
の
皆
さ
ん
と
ゆ

め
っ
く
る
に
お
い
て
懇
話
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

初
め
に
松
野
会
長
と
渡
辺
議
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
大
沼
議
会

運
営
委
員
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
の
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

○
議
員
確
保
の
た
め
に
議
員
定
数
と

議
員
報
酬
の
変
更
を
検
討
し
て
は

ど
う
か

○
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
要
望

○
ふ
る
さ
と
資
料
館
の
現
状
と
今
後
の
活
用

○
化
石
レ
プ
リ
カ
工
房
と
化
石
体
験

館
を
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
な
い
か

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
内
訳
は

○
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
考
え

は
○
地
震
の
際
沼
田
の
震
度
が
テ
レ
ビ

に
出
な
い
の
は
な
ぜ
か

○
緑
町
団
地
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
町
民
会
館
付
近
の
時
計
塔
に
つ
い

て
○
旭
町
の
高
齢
者
住
宅
共
用
部
の
雨

漏
り
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
機
会
を
持

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
８
年
前
に
「
町
民
を
大

切
に
す
る
町
政
」
を
目
標

に
、
金
平
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
や
議
論
中

の
火
葬
場
の
統
合
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、「
合
理
化
」

が
進
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ

タ
ウ
ン
構
想
は
、
国
の
施
策

に
乗
っ
て「
有
効
な
補
助
金
」

を
獲
得
し
て
事
業
を
進
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
は
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
展

開
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ

問
題
に
関
し
て
は
町
民
が
諦

め
る
の
を
待
つ
よ
う
に
全
く

進
展
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
方
針
と
町
民
の
思
い

が
違
っ
て
い
る
時
こ
そ
、
公

聴
活
動
を
進
め
て
町
の
考
え

金
平
町
政
８
年
間
の
総
括
を

町
民
の
た
め
に
町
の
発
展
を
目
標
に
や
っ
て
き
た

問答

を
、
国
に
訴
え
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

　

「
有
効
な
補
助
金
」
を
獲
得

す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。「
合

理
化
」
の
時
に
も
見
ら
れ
た
町

民
の
真
の
思
い
を
町
政
に
反
映

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
２

期
８
年
を
振
り
返
り
思
い
を
伺

い
ま
す
。

久保元宏
議員

　

町
の
財
政

を
維
持
し
て

発
展
さ
せ
て
行
く
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
の
整

理
統
合
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
他
市
町

と
共
同
で
出
来
る
こ
と

は
共
同
で
行
い
、
節
約

し
た
お
金
を
町
内
の
事

業
に
有
効
に
使
っ
て
い

く
と
の
考
え
で
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ

ウ
ン
構
想
は
、
国
の
要

求
に
応
じ
て
行
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
の
医
療
と
介
護
の
将

来
や
、
買
い
物
の
利
便

性
を
考
え
た
と
き
、
町

民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
ま
と
め
上

げ
、
国
に
要
望
し
て
実

現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
が
あ
り
、

あ
る
程
度
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

町
の
発
展
の
た
め
に
、

多
く
の
意
見
に
耳
を
傾

け
大
切
に
し
て
、
事
業

に
反
映
し
て
き
た
つ
も

り
で
す
。

利用が好調な「まちなかほっとタウン」

話題になったレプリカ工房 活発な意見交換

長
生
ク
ラ
ブ
と
の
懇
話
会平成

30
年
11
月
12
日
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沼
田
町
第
５
次
総
合
計
画
の
最

終
年
に
あ
た
り
、
検
証
し
意
見
を

付
し
て
報
告
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
平
成
26
年
11
月
に
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
が

制
定
さ
れ
、
こ
の
４
年
間
は
地
方

創
生
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
か
ら
、
地
方
創
生
の
基
本
目
標

で
あ
る
、「
地
方
に
お
い
て
の
安

定
し
た
雇
用
を
創
出
」「
地
方
へ

の
人
の
流
れ
」「
若
い
世
代
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
」「
地

域
と
地
域
の
連
携
」
の
４
点
を
基

本
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
成
果

を
検
証
し
ま
し
た
。

調
査
報
告

（１）地方においての安定した雇用を創出
　安定した雇用の創出は、特に若者と女性の就業率の向上です
　雇用の創出については、長年にわたる企業誘致活動が実を結び、数社が誘致される事となり大き
な成果でしたが、労働力の確保が課題となっています。
　一方で、今後においても、地域の特色を生かした基幹産業である農業を軸とした雇用の創出が必
要です。農業と商工業の活性化をはかり、農業で「しごと」を創りだし「ひと」を呼び集める事業
の展開が必要と考えます。
　この観点から、農村の活性化に向けた地域コミュニティ機能による農地等の地域資源の維持、継
承や住みやすい生活環境の実現、都市と農村の交流や都市住民の移住・定住の促進、インバウンド
観光にも対応した農村における雇用の確保と所得の向上が取り組みとして必要であります。
　この事を取り進めるには、町が単独で行える施策には限られることから、さらにＪＡや商工会と
の連携が必要と考えられます。

（２）地方への人の流れ
　「移り住みたくなる」「そこで働きたくなる」地域を創る
　移住定住政策では2₉年度、社会人口増減が1₄人の増加とりました。これは民間活性化によるニー
ズに合った住宅の提供、ブランディング戦略事業やセルフリノベーション事業による情報発信力強
化による成果と考えられます。
　今後においては、地域の特色を生かし、自然環境などの魅力あるまちづくり、沼田でしか出来な
いオンリーワンのまちづくりが必要と感じられます。
　また、移住していただいた方の継続的なケアー体制の充実も政策として必要です。
　さらに、こうした環境での雇用の創出にテレワークやサテライトオフィスといった、新しい働き
方も考えられます。

地方創生調査  特別委員会
最終 報告 委 員 長　　高田　　勲

副委員長　　鵜野　範之

地域コミュニティの拠点
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（３）若い世代のファミリープランを実現
　若者が安心して結婚・出産・子育てができる地域をつくる
　子育て支援は「保育料の無償化」「がんばる高校生応援手当」など充実されつつあります。教育
については「一貫・連携教育の推進」による教育サポートの成果がうかがえます。また、「子育て
ファミリーサポート住宅整備」や子育て世帯の住宅支援事業などが行われています。
　今後においては、子育てしながら働けるワークライフバランスが保てるサポートが必要と考えます。

（４）地域と地域の連携
　地域間の連携を図る
　子どもから、お年寄りまで様々な人々が分け隔たり無く交流できる「小さな拠点」の形成と、ま
ちのコンパクト化とネットワークの形成に向けて、沼田町では「コンパクトなまち」を総合戦略で
定めています。
　平成2₉年度に「暮らしの安心センター」「商業中核施設」がオープンしました。その他にも、中
心市街地には多くの公共施設（教育・文化・スポーツ）の拠点が有ります。これを点で結んだ時、
「歩いてくらせるまちづくり」からは程遠いものがあり、現状においては「コンパクト・エコタウ
ン構想」を実感する事が出来ません。
　今後においては、小さな拠点はどこなのか、その周辺への公共施設の集積が必要と考えられます。
　次期計画期間の後半には、さらに高齢化が進み、介護を要する人が増加するものと思われます。「暮
らしの安心センター」周辺で目指す介護と福祉エリアの施設整備は、緊急を要す課題と考えます。
　また定住自立圏の形成促進には医療・福祉、地域公共交通などの取り組みに加え、地域の特色と
圏域のポテンシャルを生かす様々な取り組みが期待されます。
　以上をふまえ、沼田町第６次総合計画は、沼田町がこれからも単独で存続するための、新たなス
テージに向けての計画となります。産業の振興と産業人口の確保は町の発展を考えたときの土台と
なるものです。人口ビジョンで掲げた目標に、総力を挙げて取り組む必要があります。
　高齢者の方たちがゆとりを持って暮らし、生産世代がしっかりと社会を支え、子どもたちが活き
活きと活動できる、誰もが「ずっと住みたくなるまちづくり」をすすめる施策が必要です。
　第６次沼田町総合計画への展望を記し、地方創生調査特別委員会の報告といたします。

地方創生調査  特別委員会
最終 報告平成27年６月12日

～
平成30年12月19日

定着した乗り合いタクシー 子育てママをサポート
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２
．�

高
齢
者
世
帯
の
除
雪
費
支

援

　

高
齢
者
世
帯
の

除
雪
支
援
を
よ
り

使
い
や
す
い
よ
う

に
助
成
基
準
の
見

直
し
は
で
き
な
い
か
。

答　

30
年
に
見
直
し
を
し
て
い

る
が
適
用
範
囲
は
変
え
て
い
な

い
。
利
用
者
は
増
え
る
と
考
え

て
い
る
が
不
公
平
感
が
出
な
い

よ
う
検
討
し
た
い
。

３
．�

農
家
戸
数
維
持
目
標
を
持

つ
べ
き
で
は
な
い
か

　

法
人
支
援
や
農

業
支
援
員
な
ど
の

育
成
と
所
得
対
策

で
、
耕
作
放
棄
地

を
出
さ
な
い
政
策
は
評
価
す
る

が
、
農
家
戸
数
と
従
事
者
数
の

平成2９年度決算
全会一致で認定される

決 算 特 別 委 員 会

平成３０年10月18日〜23日
委 員 長　高田　勲
副委員長　小峯　聡

◎
歳
入
決
算
額

₅3
億
₆
₄
₅
₅
万
円

◎
歳
出
決
算
額

₅2
億
₅
₇
₀
₂
万
円

◎
実
質
収
支
額１億

₇
₅
₃
万
円

◎
町
債
残
高2₉億

₆
₄
₅
₆
万
円

◎
基
金
残
高32億

₃
₀
₄
₅
万
円

小峯議員 久保議員 大沼議員 高田議員

一
般
会
計

総
括
質
問

１
．
体
育
施
設
の
利
用
促
進

　

教
育
委
員
会
の

管
理
す
る
施
設
の

中
で
、
利
用
者

が
増
加
傾
向
の

施
設
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

交
流
人
口
の
増
加
に
活
か
せ
な

い
か
。
利
用
者
の
減
少
し
て
い

る
施
設
の
利
用
者
対
策
は
。

　
　

ス
キ
ー
場
は
教
育
施
設
や

道
の
駅
で
の
チ
ラ
シ
の
効
果
で
、

利
用
者
が
増
え
た
と
考
え
て
い

る
。
全
体
で
は
町
外
の
利
用
者

が
減
っ
て
い
る
。
特
に
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
は
悪
天
候
に
よ
る
大

会
中
止
が
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
。

答

数
値
目
標
を
持
つ
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
小
規
模
農
家
へ

の
政
策
は
必
要
で
、
大
き
な
農

家
小
さ
な
農
家
が
混
在
で
き
る

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

目
標
を
数
値
化
す
る
と
政

策
な
ど
に
影
響
し
ま
す
。
多
方

面
か
ら
農
業
政
策
の
全
体
像
を

考
え
た
い
。

４
．�

安
心
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
雪

の
除
雪　

本
来
沼
田
の
よ

う
な
豪
雪
地
帯
で

も
除
雪
の
必
要
が

な
い
設
計
と
聞
い

て
い
た
が
、
今
後

の
考
え
方
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答

　
　

予
算
を
流
用
し
除
雪
に
対

応
し
た
。
流
用
の
説
明
が
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
謝
罪
す

る
。
基
準
の
2.2
ｍ
の
積
雪
を
超

え
た
の
で
、
万
が
一
を
想
定
し

て
除
雪
を
し
た
。

５
．�

コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン

構
想

（
１
）
安
心
セ
ン
タ
ー
利
用
者

層
の
隔
た
り
の
解
消

　

平
成
29
年
予
算

等
審
査
特
別
委
員

会
の
意
見
に
あ
っ

た
施
設
満
足
度
の

向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

30
年
度
に
入
っ
て
か
ら
利

用
者
が
増
え
て
い
て
、
利
用
者

層
が
厚
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

も
整
備
さ
れ
、
健
康
運
動
士
な

ど
を
活
用
し
他
事
業
も
含
め
利

用
し
や
す
い
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
。

（
２
）
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

が
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
を

繋
ぐ
効
果
が
出
て
い
る
の
か
。

　

つ
な
が
る
塾
や

子
育
て
懇
談
会
な

ど
で
意
見
の
集
約
を
行
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
現
状
で
は
施
設

利
用
者
以
外
の
町
民
が
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
存
在
を
知
ら

答答

小峯議員 長原議員

小峯議員 久保議員高田議員

久保議員久保議員 高田議員

ナイスショット

雪下ろしは不要のはず
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な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
認

知
度
を
上
げ
て
活
用
し
て
い
く

の
か
。

　
　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は

コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
の
統

一
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
象
徴

す
る
も
の
を
作
っ
た
。
住
民
と

は
ま
だ
距
離
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
子
育
て
や
、
移
住
定

住
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
統
一
的
な

サ
イ
ン
と
し
て
町
全
体
の
イ
メ

ー
ジ
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

（
３
）
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ

ン
構
想
の
今
後
の
方
向

　

庁
舎
内
で
継
続

的
に
検
討
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
人
口

減
少
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
町

民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
全
体
像
を

聞
き
た
い
。

　
　

ま
だ
具
体
的
に
は
な
い
が

い
ろ
い
ろ
な
施
設
で
町
民
が
安

心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

答答

高田議員

29年度 沼田町一般会計歳入歳出決算認定意見書

平成29年度 沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定

コンパクトエコタウン構想
「まちなかホットタウン」「暮らしの安心センター」がオープンし、利用実績は両施設とも堅調に
推移しています。今後はゆめっくるや観光情報プラザを含めて中心市街地の活性化と商店街の賑わ
いを取り戻し、最終目標である「歩いて暮らせるまちづくり」を目指す事業展開を望みます。

農産加工場の異物混入事案
　１１月に発覚した農産加工場での異物混入事案は、業務実績が順調に推移していたこともあり誠
に残念な出来事でした。結果的に製品回収や保証にかかる経費が１,6２3万円計上されましたが、迅
速な処置と対応の成果もあり最終消費者でのトラブルを避けられたことが唯一の救いであります。
設備面での対策は完了しましたが、人為的ミスを解消するための「作業標準の確立」と、食品製造
業者の使命である「絶対品質の確保」を意識した工場内外での啓もう活動を望む。

予算の流用
　地方自治法で定められた中で予算の流用が行われているが、施設の基本機能に係る流用が議会に
報告のないまま行われていた。
　緊急性があったとはいえ住民に説明していた管理方法に反した流用であり、遺憾である。再発防
止を望む。

　平成29年度は水道事業の効率を示す有収率が、前年の81.8％から84.6％となり2.8ポイントの改善
がなされました。９年連続での有収率80％以上は評価するところです。今後も効率的な配水管の設
備改修に努め、適切な維持管理を望みます。
　監査委員からの指摘にあるように、今後人口減少などに伴い水道事業にも厳しさが増してくるこ
とが予測されます。北空知広域水道企業団より示されている長期財政計画を念頭に置き、より一層
の健全な事業運営に努めることを望みます。
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あ
と
が
き

　新しい年が始まり１ヵ月が過ぎて、マスコミの報
道や会議の挨拶などで、諸行事が平成の時代ではこ
れが最後であり、新しい年号の時代が訪れると期待
している感が有ります。私も昭和、平成そして新し
い年号の時代を生きることに感慨深いものがありま
す。
　自治振興協議会の活動は、町内会の横の連絡組織
として発足して、18年歩んできました。各町内会の
行政に対する要望の取りまとめ、回答の配布を行っ
ています。このことを踏まえて、町議会議員の皆様
と懇談会を開催し、課題を共有し協力し合うことに
努めています。
　春のグリーンルーラルの花壇苗供給による花いっ
ぱい運動、夏の夜高あんどん祭前の国道、道道縁石
の雑草除去等の地域ボランティア活動や、地域提案
型事業の認定、推進を通じて炊き出し訓練や、防災
グッズの整備を進めた町内会が有ります。このこと
が地域全体に広がり、自主防災組織の結成に繋がり、
昨年の全道ブラックアウトや、河川氾濫に備えた自
助であり共助になればと思います。
　また、沼田町としての公助の在り方を検討してほ
しいと思います。 

沼田町自治振興協議会　会長 石 田 隆 広

広
報
特
別
委
員

大
沼
恒
雄
　
高
田
　
勲

小
峯
　
聡
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之

　

昨
年
の
12
月
は
比
較
的
暖
か
く

根
雪
も
遅
か
っ
た
の
で
雪
か
き
に

は
あ
ま
り
苦
労
し
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
年
が
明

け
て
か
ら
は
猛
吹
雪
に
な
っ
た
り
、

１
日
に
た
く
さ
ん
降
る
日
が
あ
り

ま
し
た
が
、
比
較
的
雪
の
降
る
日

数
は
少
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
こ
10
年
く
ら
い
偏
っ
た
天
気

が
毎
年
続
い
て
い
る
の
は
皆
さ
ん

気
が
付
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

近
年
は
気
温
が
急
に
30
度
ま
で
上

が
っ
た
り
、
昨
年
の
よ
う
に
６
月

の
気
温
が
５
月
の
気
温
ぐ
ら
い
に

下
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た

雨
が
１
週
間
前
後
降
り
続
い
た
り

炎
天
下
の
日
が
続
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
作
物
に
と
っ
て

は
厳
し
い
天
候
で
す
。
異
常
気
象

が
続
く
と
そ
れ
が
平
年
と
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
ほ

ど
ほ
ど
の
天
気
で
豊
作
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

大
流
行
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
も
お
体
に
気
を
付
け
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

活動をとおして「
議
会
広
報
」
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今年の思いを
漢字一文字

渡辺議長 高田副議長

杉本議員 橋場議員

大沼議員 津川議員

長原議員 久保議員

鵜野議員 小峯議員


